
　

第
六
十
八
回
東
書
藝
展
は
、
令

和
三
年
四
月
六
日（
火
）～
十
一
日

（
日
）、
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
の
両
会

場
で
の
同
時
開
催
が
か
な
っ
た
。
未

だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
搬
入
か
ら

会
期
中
、
最
終
日
の
搬
出
ま
で
、
感

染
拡
大
防
止
に
最
大
限
の
力
を
尽
く

し
て
ト
ラ
ブ
ル
は
幸
い
に
し
て
な
し
。

入
場
者
数
は
県
美
会
場
千
三
百
三
名
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
場
千
二
百
二
名

と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
回
比
13

6
％
、

2
7
3
％
の
増
加
で
予
想
以
上
に
多

く
の
方
に
観
覧
頂
き
、
運
営
に
あ
た

っ
た
事
務
局
一
同
、
安
堵
と
喜
び
を

感
じ
ら
れ
て
笑
顔
だ
っ
た
。

　

今
展
も
開
幕
日
の
開
場
式
と
飲
食

を
伴
う
祝
賀
会
は
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
っ
た
が
、
授
賞
式
は
万
全
の
感

染
対
策
の
上
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
無
事
に
執
り
行
う
事
が
で
き

た
。
司
会
は
安
藤
餘
香
、
大
竹
翠
葉

の
両
先
生
。
安
藤
清
舟
副
会
長
の
開

会
の
言
葉
、
風
岡
五
城
会
長
、
中
日

新
聞
社
事
業
局
文
化
事
業
部
部
長
・

寺
尾
晶
子
様
、
木
村
大
澤
理
事
長
の

挨
拶
に
続
き
授
賞
に
移
っ
た
。
前
回

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
受
賞
者

の
晴
れ
や
か
な
姿
が
眩
し
い
。
受
賞

者
の
出
席
は
六
十
六
名
。
表
彰
後
、

大
賞
受
賞
・
吉
岡
松
龍
氏
が
謝
辞
を

読
み
上
げ
、
久
野
北
崖
副
会
長
の
閉

会
の
言
葉
で
終
了
し
た
。
そ
し
て
ま

た
来
年
こ
そ
は
き
っ
と
祝
賀
会
も
含

め
た
式
典
に
し
た
い
と
強
く
思
っ

た
。
今
展
で
見
事
入
選
・
入
賞
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

会
期
中
土
曜
日
、
厳
し
い
状
況
下

で
の
大
村
愛
知
県
知
事
・
名
誉
会
長

の
ご
来
場
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

訃　

報

　

副
会
長
の
久
野
北
崖
先
生
が
、

七
月
十
七
日
に
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
授
賞
式
で
お
言
葉
も

あ
っ
た
の
に
信
じ
ら
れ
な
い
思

い
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
（
追
悼
の
記
事
は

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
）

第
一
四
三
号

会

報
令和 3 年 8 月　　　　　http://www.toshogei.jp/

東 海 書 道 藝 術 院

第
68
回 

公
募 

東
海
書
道
藝
術
院
展

展
覧
会
・
授
賞
式
報
告

挨拶をされる風岡会長

寺尾晶子様
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第
68
回
　
東
海
書
道
藝
術
院
展
作
品
抄
録

愛
知
県
知
事
・
名
誉
会
長　

大　

村　

秀　

章

　

副
会
長　

安

藤

清

舟

会　長
風 岡 五 城

常任参事　岩 田 冬 崖

常
任
参
事　

西

尾

邑

城

理
事
長　

木

村

大

澤

　

副
会
長　

故  

久

野

北

崖

常
任
参
事　

水

谷

紅

楓

常
任
参
事　

尾

関

陶

山

常
任
参
事　

松

浦

白

碩
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会員の部

準会員の部

〈上位受賞の作品〉

会
員
の
部　

準
大
賞　
　

中　

根　

冬　

泉

会
員
の
部　

中
日
賞　
　

佐　

藤　

江　

月

会
員
の
部　

総
領
事
賞　
　

楠　
　
　

良　

平

会
員
の
部　

大
賞　
　

吉　

岡　

松　

龍

会
員
の
部　

知
事
賞　
　

稲　

熊　

美　

沙

会
員
の
部　

東
書
藝
賞　
　

河　

野　

正　

子

準
会
員
の
部　

市
長
賞　

杉　

野　

露　

光

準
会
員
の
部　

県
教
委
賞　

沖　

賀　

青　

陽

準
会
員
の
部　

市
教
委
賞　

蒲　

野　

綾　

扇

準
会
員
の
部　

東
書
藝
賞　

川　

口　

志
満
子

準
会
員
の
部　

中
日
賞　

山　

本　

楓　

子

準
会
員
の
部　

中
日
賞　

松　

浦　

白　

沙
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風
岡
五
城
会
長

①
名
古
路
雅
翠

　

�

隷
書
と
行
書
が
混
然
一
体
と
な
っ

た
独
自
の
書
き
ぶ
り
で
な
ご
む
。

一
字
一
字
の
造
形
に
も
工
夫
を
見

せ
て
楽
し
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
く
か
注
目
し
た
い
。

②
佐
野　

小
徑

　

�

師
の
書
風
を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
展

開
を
見
せ
、
爽
や
か
な
清
新
の
気

を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
る
。
行
の
流

れ
と
余
白
の
美
し
さ
が
印
象
的
だ
。

③
井
分　

潭
風　
　

④
小
島　

芳
泉

⑤
竹
田　

清
章　
　

⑥
賀
田
野
春
汀

⑦
梶　
　

蘇
山　
　

⑧
野
口　

桂
風

安
藤
清
舟
副
会
長

①
宮
田　

杏
花

　

�

素
直
な
筆
捌
き
で
字
間
・
行
間
程

よ
く
取
り
脈
絡
よ
く
悠
々
と
書
き

上
げ
て
い
る
。

②
吉
川　

馨
泉

　

�

行
筆
作
品
の
多
い
中
で
多
字
数
の

楷
書
作
品
。
呼
吸
乱
れ
ず
紙
面
を

圧
し
た
作
品
か
ら
の
努
力
の
跡
が

窺
え
る
力
作
。

③
横
井　

青
蓮　
　

④
水
谷　

紫
舟

⑤
小
島　

芳
泉　
　

⑥
鎌
田　

岳
風

⑦
伊
藤　

春
草　
　

⑧
伊
藤　

一
楓

久
野
北
崖
副
会
長

（
療
養
中
時
に
つ
き
コ
メ
ン
ト
辞
退
）

①
吉
戸　

清
華　
　

②
千
田　

嘉
穂

③
倉
知　

一
世　
　

④
伊
藤　

恵
翠

⑤
伊
藤　

緑
香　
　

⑥
納
堂　

玲
泉

⑦
鳥
居　

雅
舟　
　

⑧
岩
井　

玲
翠

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

①
畑
中　

花
影

　

�

勢
い
あ
る
大
胆
な
運
筆
で
躍
動
感

あ
る
作
。
堂
々
た
る
書
き
っ
ぷ

り
、
他
を
圧
倒
す
る
。

②
鎌
田　

岳
風

　

�

線
質
の
練
度
高
く
、
余
裕
す
ら
感

じ
さ
せ
て
悠
々
と
書
け
、
自
信
溢

れ
る
書
。

③
小
島　

芳
泉　
　

④
北
原　

竹
堂

⑤
竹
田　

清
章　
　

⑥
清
水　

玲
飛

⑦
堀
田　

清
苑　
　

⑧
吉
川　

馨
泉

尾
関
陶
山
常
任
参
事

①
長
谷
川
雅
江

　

構
成
に
胸
う
た
れ
ま
し
た
。
力
強

い
た
て
線
、
終
筆
の
す
ご
さ
に
感
動

し
ま
し
た�

。

②
久
保　

幸
燿

　

�

鋭
い
線
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
書
い
て

あ
り
、
余
白
の
美
し
さ
を
出
し
て

気
持
ち
の
よ
い
作
品
で
す
。

③
山
本　

美
峰　
　

④
佐
野　

小
徑

⑤
内
海　

清
秋　
　

⑥
下
村　

香
遥

⑦
伊
藤　

一
楓　
　

⑧
冨
坂　

竹
華

松
浦
白
碩
常
任
参
事

①
伊
藤　

緑
穂

　

�

風
格
が
あ
っ
て
熟
練
し
た
線
は
躍

動
感
も
あ
り
文
字
の
大
小
の
章
法

が
素
晴
ら
し
い
。

②
加
藤　

紫
香

　

�

行
書
の
辨
法
帖
を
五
行
の
多
字
数

で
ま
と
め
ら
れ
、
骨
力
や
空
間
が

と
て
も
良
く
安
定
し
た
作
。

③
竹
田　

清
章　
　

④
加
藤　

美
園

⑤
清
水　

玲
飛　
　

⑥
宮
田　

杏
花

⑦
服
部　

草
心　
　

⑧
山
本　

美
峰

岩
田
冬
崖
常
任
参
事

①
伊
藤　

瑤
綵

　

�

緻
密
な
線
条
は
岩
に
ぶ
つ
か
り
飛

び
散
る
縦
横
無
尽
な
波
紋
、
才
筆

ぶ
り
を
感
じ
運
筆
の
妙
に
感
嘆
。

②
井
上　

清
道

　

�

紙
面
を
生
か
し
た
白
と
黒
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
作
者
の
思
想
を
如
実

に
表
わ
し
て
お
り
更
な
る
精
進
に

期
待�

。

③
澤　
　

麗
水　
　

④
長
谷
川
柳
江

⑤
伊
藤
美
ど
り　
　

⑥
村
瀬　

月
花

⑦
西
山　

清
虹　
　

⑧
澤
田　

花
僲

木
村
大
澤
理
事
長

①
佐
野　

小
徑

　

�

作
品
全
体
か
ら
滲
み
出
る
抜
群
の

品
格
と
安
定
感
か
ら
、
作
者
の
力

量
が
一
目
瞭
然
。
線
の
持
つ
勢
い

と
潤
滑
は
、
自
然
な
変
化
と
流
動

美
を
生
み
、
暖
か
さ
と
安
ら
ぎ
を

も
髣
髴
と
さ
せ
る
。
観
者
の
心
を

揺
さ
ぶ
る
入
魂
の
作
と
み
る
。

②
吉
戸　

清
華

　

�

か
な
り
の
多
字
数
作
品
で
あ
り
な

が
ら
、
絶
妙
な
変
化
の
中
に
、
余

裕
と
悠
然
さ
を
表
出
す
る
。
字
々

の
懐
深
く
、
ゆ
っ
た
り
と
点
画
が

構
成
さ
れ
て
お
り
窮
屈
さ
が
な
い
。

飄
逸
と
流
れ
る
抑
揚
の
効
い
た
線

が
心
地
よ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で

て
、
実
に
魅
力
的
な
作
品
で
あ
る
。

③
横
井　

青
蓮　
　

④
小
島　

芳
泉

⑤
山
本　

美
峰　
　

⑥
宮
田　

杏
花

⑦
下
村　

香
遥　
　

⑧
賀
田
野
春
汀

東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
六
十
八
回
展　

私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品

会
長
以
下
、
幹
部
の
八
名
の
先
生
方
に
、
賞
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
院
人
（
常

任
理
事
以
上
の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
ご
自
分
の
社
中
以
外
で
こ
れ
は
と

思
う
秀
作
を
八
点
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
方
々
の
氏
名
と
作
品
写
真
、
内

二
作
品
の
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）
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風
岡
・
木
村
・
安
藤
・
水
谷
選　

小　

島　

芳　

泉

風
岡
・
水
谷
・
松
浦
選　

竹　

田　

清　

章

風
岡
・
木
村
・
尾
関
選　

佐　

野　

小　

徑

松
浦
・
木
村
・
尾
関
選　

山　

本　

美　

峰

松
浦
・
安
藤
・
木
村
選　

宮　

田　

杏　

花

安
藤
・
尾
関
選　

伊　

藤　

一　

楓

水
谷
・
松
浦
選　

清　

水　

玲　

飛

水
谷
・
安
藤
選　

吉　

川　

馨　

泉

水
谷
・
安
藤
選　

鎌　

田　

岳　

風

久
野
選　

倉　

知　

一　

世

安
藤
・
木
村
選　

横　

井　

青　

蓮
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久
野
・
木
村
選　

吉　

戸　

清　

華

久
野
選　

伊　

藤　

恵　

翠

風
岡
選　

名
古
路　

雅　

翠

風
岡
選　

野　

口　

桂　

風

風
岡
選　

梶　
　
　

蘇　

山

安
藤
選　

水　

谷　

紫　

舟

安
藤
選　

伊　

藤　

春　

草

久
野
選　

千　

田　

嘉　

穂

風
岡
・
木
村
選　

賀
田
野　

春　

汀

尾
関
・
木
村
選　

下　

村　

香　

遥
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水
谷
選　

北　

原　

竹　

堂

尾
関
選　

冨　

板　

竹　

華

尾
関
選　

長
谷
川　

雅　

江

尾
関
選　

久　

保　

幸　

燿

尾
関
選　

内　

海　

清　

秋

久
野
選　

岩　

井　

玲　

翠

水
谷
選　

畑　

中　

花　

影

久
野
選　

鳥　

居　

雅　

舟

久
野
選　

納　

堂　

玲　

泉

久
野
選　

伊　

藤　

緑　

香
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風
岡
選　

井　

分　

漂　

風

岩
田
選　

村　

瀬　

月　

花岩田選　長谷川　柳　江

岩
田
選　

伊　

藤　

美
ど
り

水谷選　堀　田　清　苑

松
浦
選　

服　

部　

草　

心

松
浦
選　

加　

藤　

美　

園

岩
田
選　

井　

上　

清　

道

岩
田
選　

澤　
　
　

麗　

水

松
浦
選　

伊　

藤　

緑　

穂

松
浦
選　

加　

藤　

紫　

香

岩
田
選　

伊　

藤　

瑶
　
綵
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◆
会
員
の
部　

大
賞

　

 
    

吉岡松龍

⑴
張
猛
龍
碑
。

⑵�

力
強
い
楷
書
と
起
筆
の
難
し
い
所
。

⑶�

墨
の
潤
渇
の
バ
ラ
ン
ス
、
文
字
の

強
弱
。
と
く
に
力
強
さ
を
意
識
し

ま
し
た
。

⑷�

さ
ま
ざ
ま
な
書
体
の
楷
書
に
挑
戦

し
、
い
ろ
い
ろ
な
筆
法
を
習
得
し

た
い
で
す
。

⑸�

自
己
と
向
き
合
う
芸
術
。
他
者
と

比
べ
る
の
で
は
な
く
、
過
去
の
自

分
と
比
べ
、
語
り
合
う
こ
と
の
で

き
る
芸
術
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑹�

こ
の
度
は
栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ

り
ご
指
導
下
さ
る
宏
道
書
会
の
先

生
方
、
又
、
良
き
先
輩
、
書
友
の

皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
の
受
賞
で

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
、
さ
ら
に
高
み
を
目

指
し
、
一
筆
入
心
、
心
を
込
め
て

書
と
向
き
合
い
、
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

準
大
賞

　

 
    

中根冬泉

⑴�

趙
之
謙
。

⑵�

逆
入
平
出
の
筆
法
と
独
特
の
書
風
。

⑶�

墨
量
と
行
間
。

⑷�

ま
だ
ま
だ
学
ん
だ
古
典
が
少
な
い

の
で
今
後
も
色
々
な
も
の
に
挑
戦

し
て
い
き
た
で
す
。

⑸�

自
己
表
現
で
も
あ
り
、
自
分
自
身

を
俯
瞰
す
る
も
の
。
ま
た
他
の
こ

と
を
考
え
ず
に
没
頭
で
き
る
も
の
。

⑹�

こ
の
度
は
思
い
も
よ
ら
ず
大
き
な

賞
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導

下
さ
る
木
村
大
澤
先
生
、
宏
道
書

会
の
先
生
方
の
お
力
添
え
に
よ
る

も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
気
負
わ
ず
楽
し
み
な

が
ら
自
分
ら
し
く
書
に
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

謝
辞
を
読
む
大
賞
受
賞
者

吉
岡
松
龍
氏

第
六
十
八
回
東
書
藝
展　

受
賞
者
に
聞
く

　

今
年
も
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
会
員
、
準
会
員
の
部
の
上

位
入
賞
者
の
方
々
十
一
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

設
問
内
容
は
次
の
と
お
り
。
ま
た
そ
の
受
賞
作
品
は
３
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。

⑴　

現
在
学
ん
で
い
る
古
典
は
。

⑵　

そ
の
古
典
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

⑶　

今
回
の
出
品
作
で
、
制
作
上
特
に
大
切
に
し
た
こ
と
は
。

⑷　

（
受
賞
を
機
に
）
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
。

⑸　

�

ご
自
身
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
。

⑹　

受
賞
の
感
想
と
今
後
の
抱
負
。

壇上の上位受賞者

岩
田
選　

西　

山　

清　

紅

岩
田
選　

澤　

田　

花　

僲
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引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

知
事
賞

　

 
    

稲熊美沙

⑴
枯
蘭
復
花
圖
跋
。

⑵
多
彩
な
筆
配
び
と
力
強
い
線
。

⑶�

学
ば
せ
て
頂
い
て
い
る
王
鐸
の
書

へ
の
尊
敬
の
意
を
込
め
つ
つ
、
自

身
の
作
品
と
し
て
の
緩
急
の
リ
ズ

ム
を
作
り
出
す
こ
と
で
す
。

⑷�

よ
り
多
く
の
古
典
を
学
び
、
線
の

美
し
さ
を
表
現
で
き
る
創
作
作
品
。

⑸�

自
身
と
向
き
合
い
理
解
を
深
め
る

時
間
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
賞
を
頂
け
た
の
も
壁
谷
桔
華

先
生
を
始
め
諸
先
生
方
の
激
励
の

お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
幼
い
頃
か
ら
筆
を
取
り
、
現

在
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
心

強
い
仲
間
達
の
お
蔭
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
互
い
に
研
鑽
を
積
み

高
め
合
え
る
書
道
を
人
生
の
糧
と

し
、
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
未
熟

な
私
で
す
が
引
き
続
き
ご
指
導
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

総
領
事
賞

　

 
    

楠　良平

⑴
蘭
亭
序
。

⑵�

運
筆
。
字
形
。

⑶
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
流
れ
。

⑷�

知
識
量
が
少
な
い
の
で
、
種
類
を

問
わ
ず
、
色
々
な
も
の
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。

⑸�

集
中
し
て
心
を
落
ち
着
け
ら
れ
る

数
少
な
い
時
間
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ

り
ご
指
導
下
さ
る
尾
関
陶
山
先
生

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
道
に
成
長
し
て
い

け
る
様
、
精
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
諸
先
生
方
、
今
後
共
ご
指
導

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
会
員
の
部　

中
日
賞

　

 
    

佐藤江月

⑴�

趙
孟
頫
集　

伊
都
内
親
王
願
文
。

⑵
多
様
な
運
筆
・
字
形
。

⑶�

全
体
の
流
れ
、
墨
の
潤
渇
、
行
間

へ
の
働
き
か
け
。

⑷�

色
々
な
古
典
を
学
び
、
多
様
な
筆

法
を
身
に
つ
け
、
作
品
制
作
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑸�

無
心
に
な
り
、
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導

し
て
下
さ
る
寺
尾
如
楓
先
生
の
お

陰
だ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
作
品
制
作
に
あ
た
り
、
墨

と
紙
の
み
で
表
現
す
る
「
書
の
奥

深
さ
」
に
悩
み
つ
つ
、
自
分
の
未

熟
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
も
、

よ
り
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

　

 
    

河野正子

⑴
高
野
切
一
種　

蘭
亭
序
。

⑵
運
筆　

字
形　

余
白
。

⑶�

墨
の
濃
淡
や
色
味
の
変
化
、
余
白

の
美
し
さ
。
無
心
に
な
る
こ
と
。

⑷�

筆
法
の
マ
ス
タ
ー
と
作
品
創
作
。

⑸�

『
書
道
』
と
は
人
生
。

　

�

乳
癌
に
よ
り
右
乳
房
全
摘
出
、
そ

の
た
め
腰
よ
り
右
手
が
上
が
ら
ず

四
時
間
か
け
て
や
っ
と
横
線
一
本

か
ら
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
故
勝
川

香
雲
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
数
年
後
、
肺
癌
、
右
肺
三
分

の
二
摘
出
、
呼
吸
困
難
に
よ
り
教

室
へ
の
階
段
が
上
が
れ
ず
、
私
の

書
道
は
闘
病
と
と
も
に
歩
ん
で
参

り
ま
し
た
。
正
に
書
道
と
は
人
生

で
す
。

⑹�

身
に
余
る
賞
を
頂
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
日
頃
よ
り

熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
、
伊
藤
春

魁
先
生
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の

大村愛知県知事と風岡会長
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と
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

梓
会
の
諸
先
生
、
今
後
は
更
な
る

上
達
を
目
指
し
一
層
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
長
賞

　

 
    

杉野露光

⑴�

呉
昌
碩
、
米
芾
。

⑵�

流
れ
る
よ
う
な
し
か
も
力
強
い
運

筆
。

⑶�

墨
量
、
文
字
の
大
小
。

⑷�

呉
昌
碩
は
十
年
、
米
芾
を
学
ん
で

三
年
間
、
さ
ら
に
臨
書
を
基
に
少

し
で
も
自
分
で
納
得
で
き
る
作
品

を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑸�

字
を
書
く
こ
と
が
好
き
で
始
め
た

書
道
で
す
が
、
習
う
程
に
奥
深
く

難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

⑹�

思
い
も
か
け
な
い
受
賞
で
驚
い
て

い
ま
す
。
教
室
の
中
で
も
落
ち
こ

ぼ
れ
て
い
る
私
で
す
が
、
い
つ
も

温
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
る
山
本
晴

城
先
生
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
こ
の
賞
を
励
み

に
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

県
教
委
賞

　

 
    

沖賀青陽

⑴
趙
之
謙
行
書
。

⑵�

運
筆
、
線
質
。

⑶�

文
字
の
配
置
、
墨
量
。

⑷�

基
本
の
学
び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

も
っ
と
大
き
な
作
品
に
挑
戦
し
た

い
で
す
。

⑸�

私
を
造
り
上
げ
る
大
き
な
要
素
の

一
つ
で
す
。

⑹���
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
賞
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
が
変
わ
り
な
が
ら
も
書
を
続

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に

温
か
い
ご
指
導
ご
協
力
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ

ず
、
気
を
引
き
締
め
て
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
教
委
賞

　

 
    

蒲野綾扇

⑴
王
鐸
。

⑵�

自
由
な
筆
致
の
中
に
観
ら
れ
る
底

知
れ
な
い
力
強
さ
と
圧
倒
的
な
美

し
さ
で
す
。

⑶�

一
文
字
一
文
字
の
姿
形
と
紙
面
全

体
の
行
の
流
れ
で
す
。

⑷�

古
典
に
準
拠
し
つ
つ
、
“
自
分
の

字
”
と
誇
れ
る
字
体
で
作
品
を
仕

上
げ
、
紙
面
で
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
で
す
。

⑸��
癒
し
で
す
。
乱
れ
た
心
を
整
え
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

⑹�

今
回
の
受
賞
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
作
品
錬
成

は
苦
し
い
局
面
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
よ

り
一
段
深
く
自
分
の
書
と
向
き

合
っ
て
作
品
を
完
成
で
き
た
の
は
、

師
匠
の
激
励
と
家
族
の
大
き
な
支

え
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

古
典
臨
書
に
学
び
、
流
れ
る
よ
う

な
行
草
作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

　

 
    

山本楓子

⑴
米
芾
。

⑵
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
・
筆
遣
い
。

⑶�

墨
の
潤
渇
と
線
質
を
意
識
し
、
全

体
的
に
す
っ
き
り
し
た
印
象
で
あ

る
も
の
の
、
迫
力
の
あ
る
作
品
に

な
る
よ
う
考
え
て
制
作
し
ま
し
た
。

⑷�

ま
だ
学
ん
だ
古
典
が
少
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
色
々
な
書
と
出
会
い
作

品
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

⑸�

筆
を
動
か
し
作
品
と
向
き
合
う
時

間
は
日
常
の
一
部
で
、
掛
替
え
の

な
い
存
在
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も

ご
指
導
下
さ
る
大
竹
翠
葉
先
生
、

宏
道
書
会
の
先
生
方
の
お
陰
と
感

会場風景
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謝
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
人
に
な

っ
て
も
、
書
と
向
き
合
う
時
間
を

大
切
に
し
、
少
し
で
も
成
長
で
き

る
よ
う
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

　

 
    

松浦白沙

⑴
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑
。

⑵�

全
体
の
調
和
。

⑶�

墨
量
、
行
間
、
全
体
の
流
れ
。

⑷�

自
分
自
身
を
受
け
入
れ
る
。

「
静
」
と
「
動
」
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
れ
る
も
の
。

⑸�

篆
書
、
隷
書
、
甲
骨
文
字
、
ま
だ

学
ん
だ
事
の
な
い
書
体
の
線
質
を

楽
し
ん
で
み
た
い
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
思
い

も
よ
ら
ず
喜
び
と
と
も
に
大
変
恐

縮
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃
よ
り
温

か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
松
浦
白
碩

先
生
は
じ
め
、
諸
先
生
の
お
か
げ

と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
賞
を
励
み
に
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

七
月
十
三
日
～
十
八
日
、
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
で
開
催
。
中
部

圏
書
芸
作
家
協
議
会
を
構
成
す
る
四

団
体
の
代
表
作
家
の
作
品
四
十
六
点

が
集
結
し
た
。
各
会
派
を
混
在
さ
せ

て
の
展
示
が
、
よ
り
個
性
を
感
じ
さ

せ
る
。
東
書
藝
か
ら
は
十
六
名
が
出

品
。
主
な
幹
部
作
は
、
風
岡
五
城

「
鷗
閑
」
温
雅
で
包
み
込
ま
れ
る
よ

う
な
線
条
が
魅
力
。
安
藤
清
舟
「
畫

龍
點
睛
」
筆
躍
動
し
、
落
款
の
収
ま

り
も
美
し
い
。
岩
田
冬
崖
「
つ
ぶ
や

き
」
表
現
・
文
意
と
も
、
ま
さ
し
く

書
は
人
な
り
の
作
。
尾
関
陶
山
「
繞

屋
樹
扶
疏
」
の
字
に
焦
点
を
合
わ
せ

た
大
胆
な
構
成
が
力
強
い
。
西
尾
邑

城
「
断
夢
・
別
風
対
句
」
い
つ
も
な

が
ら
の
造
形
・
墨
色
の
美
し
さ
に
感

服
。
松
浦
白
碩
「
當
意
即
妙
」
閑
雅

な
雰
囲
気
に
引
き
込
ま
れ
る
。
水
谷

紅
楓
「
陸
游
句
・
浮
世
寄
一
夢
」
し

み
じ
み
い
い
な
ぁ
の
思
い
。
木
村
大

澤
「
錐
處
嚢
中
」
大
き
な
構
え
の
造

形
は
品
格
も
高
く
、
背
筋
が
伸
び
る
。

　

実
力
作
家
揃
い
の
東
書
藝
、
面
目

躍
如
の
展
覧
だ
っ
た
。
（
敬
称
略
）

　

令
和
三
年
七
月
十
七
日
～
二
十
三
日

岩　

田　

冬　

崖

風　岡　五　城安　藤　清　舟尾　関　陶　山

木　

村　

大　

澤

西　

尾　

邑　

城

松　

浦　

白　

碩

伊　

藤　

春　

魁

水　

谷　

紅　

楓

山　

本　

晴　

城

冨　

永　

奇　

洞

安　

藤　

餘　

香

'21'
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展
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◇
第
62
回
新
道
書
道
会
展

　

新
道
書

道
会
（
代

表
・
豆
子

柴
甲
先
生
）

主
催
の
62

回
展
は
四

月
三
十
日

～
五
月
二

日
、
四
日

市
市
文
化

会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
故
・
豆
子

甲
水
之
先
生
の
遺
作
が
見
守
る
中
、

複
数
出
品
を
含
む
計
一
二
八
点
の
展

示
は
実
に
壮
観
で
、
観
る
者
を
強
く

引
き
つ
け
る
。
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
中
止
が
、
寧
ろ
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
蓄
積
・
解
放
と
な
り
、
素
晴
ら

し
い
展
覧
と
感
じ
た
。

◇
第
42
回
宏
道
書
会
選
抜
展

　

東
書
藝

副
理
事

長
・
山
本

晴
城
先
生

率
い
る
42

回
選
抜
展

は
、
五
月

十
一
日
～

十
六
日
、

栄
サ
ン
シ

テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
開
催
。
幹
部

と
選
抜
さ
れ
た
実
力
者
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
三
十
点
が

壁
面
に
品
よ

く
並
ぶ
。
生

活
空
間
に
マ

ッ
チ
す
る
サ

イ
ズ
・
装
丁

で
、
飾
っ
て

お
き
た
い
な

と
思
わ
せ
る

魅
力
的
な
快

作
が
多
数
。

◇
第
12
回
幽
石
書
道
会
展

　

熊
谷
真
川

先
生
代
表
・

幽
石
書
道
会

展
は
五
月
七

日
～
十
一
日
、

飯
田
創
造
館

で
開
催
。
会

員
二
十
六
名

で
五
十
点
、

講
師
と
し
て

加
山
幽
石
先

生
、
榊
田
白
蓮
先
生
が
二
点
ず
つ
を

出
品
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
美
を
求
め
て

丁
寧
に
力
強
く
、
多
彩
な
表
現
に
挑

戦
し
た
作
品
が
並
ぶ
。

　

例
年
よ
り
二
ヶ
月
遅
れ
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
二
百

余
名
と
多
く

の
来
場
者
を

得
て
幽
石
先

生
も
嬉
し
そ

う
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。

今
後
も
益
々

の
ご
発
展
を

祈
念
致
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
理
事
長　

木
村
大
澤

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
令
和
三
年
六
月
二
十
日
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
令
和
三
年
度
定

期
総
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
「
行

事
予
定
」
「
行
事
報
告
」
「
予
算
」

「
人
事
」
等
に
つ
き
ま
し
て
資
料
を

郵
送
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で

委
任
状
を
ご
返
送
い
た
だ
く
形
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
全
会
員
総
数
七
〇
四
人
、
委
任

状
数
五
四
三
人
で
、
お
認
め
い
た
だ

い
た
事
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
数
人
の
方
よ
り
貴
重
な
ご

意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
役
員
会
に
か

け
た
う
え
で
、
今
後
の
計
画
等
に
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は
無
事
開

催
で
き
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
今
後

と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

定
期
総
会 

総
会
議
案
承
認

　

令
和
三
年
度
東
書
藝
総
会
は
、
未

だ
に
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年

に
続
き
再
び
中
止
と
な
っ
た
。
木
村

大
澤
理
事
長
よ
り
報
告
で
す
。

書

展

訪

問
・

社

中

の

歩

み

安
藤
清
舟

水
谷
紅
楓

山本晴城風岡五城
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尚
、
第
37
回
清
和
会
書
展
、
第
46

回
宏
道
書
展
の
紹
介
は
次
号
に
掲
載

予
定
で
す
。

今
後
の
予
定

◇
第
55
回
記
念
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

９
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

◇
第
21
回
心
書
会
展

会
期　

９
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰

会
場　

亀
山
市
文
化
会
館

　
　
　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会
（
安
藤
清
舟
）

◇
第
24
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　

９
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
63
回
游
心
書
展

会
期　

９
月
14
日
㈫
～
20
日
㈪

会
場　

�

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

◇
第
40
回
記
念
飯
田
書
人
会
展

会
期　

9
月
17
日
㈮
14
時
～
21
日
㈫

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

飯
田
書
人
会
（
加
山
幽
石
）

◇
梶
田
稲
州
遺
作
展

　

併
催
第
９
回
稲
香
印
社
展

会
期　

10
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館

　
　
　

第
３
・
４
・
５
一
般
展
示
室

主
催　

稲
香
印
社
（
横
井
青
蓮
）

◇
第
44
回
公
募
梓
会
書
展

会
期　

10
月
12
日
㈫
～
17
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

書
道
研
究
梓
会

（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
第
38
回
花
墨
会
展

会
期　

11
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

会
場　

�

三
重
県
菰
野
町
図
書
館
２
階

展
示
室

主
宰　

松
岡
麗
泉

◇
第
16
回
攻
玉
書
会
展

会
期　

12
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

会
場　

豊
田
市
民
文
化
会
館

　
　
　

Ａ
・
Ｂ
展
示
室

主
催　

攻
玉
書
会
親
交
会

　
　
　
　
　
　

（
羽
根
田
菖
橋
）

編

集

後

記

◇�

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
異
常
気
象
と
、

生
存
を
か
け
た
持
久
戦
の
夏
が
続

く
。
規
制
と
忍
耐
一
色
だ
が
、
心

の
宇
宙
は
広
く
自
由
。
力
を
蓄
え

感
性
を
磨
き
、
何
よ
り
ご
壮
健
で
。

◇
2
0
2
1
八
千
代
書
道
展

　

書
芸
八
千
代

会
（
梶
蘇
山
代

表
）
主
催
、

２
０
２
１
八
千

代
書
道
展
が
六

月
十
九
日
、

二
十
日
の
両

日
、
く
わ
な
メ

デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ

多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
梶
代
表
「
麒
麟
が

来
る
」
は
じ
め
二
点
出
品
の
幹
部
作

と
合
わ
せ
て
計
百
四
点
の
展
覧
。
訪

れ
た
日
曜
は
悪
天
候
だ
っ
た
が
、
会

場
は
コ
ロ
ナ
も
吹
き
飛
ば
さ
ん
ば
か

り
の
盛
況
だ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
で
作

品
評
に
花
が
咲
き
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
充
実
し
た
お
顔
が
輝
い
て
い
た
。

　

更
な
る
充
実
を
大
い
に
期
待
。

◇
'21
心
象
展

　

書
作
研
究
好

日
社
（
本
会
常

任
参
事
・
岩
田

冬
崖
代
表
）
主

催
、
'21
心
象
展

が
七
月
十
三
日

〜
十
五
日
、
愛

知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
冬
崖
先
生
の
隷
書
風
で
立
体

感
に
富
ん
だ
線
条
が
実
に
味
わ
い
深

い
「
禅
林
語
句
」
、
鈴
木
紫
舟
先
生

の
造
形
が
楽
し
い
古
語
「
歩
行
」

（
歩
み
行
く
）
は
じ
め
、
個
性
的
な

作
計
五
十
七
点
が
壁
面
を
飾
る
。
冬

崖
先
生
の
「
書
作
品
の
最
後
は
や
は

り
人
間
性
」
と
の
言
葉
が
心
に
残
っ

た
。

令
和
三
年
八
月　

第
一
四
三
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　

岩田冬崖代表 鈴木紫舟


